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○ 前年対比：引受面積

○

          品種は、大麦はファイバースノウ・はねうまもち、小麦は県大３号となった。
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事  業  報  告  書

令和６年度（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

〇麦共済関係

（引　　受）

項目

(A) (B) (A)+(B)

共済金額 徴収共済掛金 交付金 手持共済掛金引受収量

麦(６年産） 220 169,966.8 10,002 568,239,541

区分

組合員数 引受面積

24,339,346

内
訳

半 相 殺 3 612.8 10,002 799,633 27,422

災害収入 217 169,354.0 567,439,908 24,311,924

麦(７年産） 207 156,059.9 4,215 462,339,105

内
訳

半 相 殺 1 351.0 4,215 113,805

災害収入 206 155,708.9 462,225,300 7,176,283

3,228

共済金

7,179,511

麦 91.8%

引受概況：令和７年産麦の引受けは、収入保険移行等により前年に比べ13戸、139ha減少し、共済金額は105,900千円減少した。

（被　　害）

備　　考
共済金額

区分

内
訳

ａ

項目

共済金
被害組合員数 支払対象面積 共済減収量 生産金額減少額

麦 167 138,169.5 1,274,958 92,515,762 92,551,617

半 相 殺 1 196.6 1,446

166 137,972.9 1,273,512 92,515,762　災害収入

計 167 138,169.5 1,274,958 92,515,762 92,551,617

麦 被害概況：11月上旬～中旬にかけて、低気圧の影響により降水量が多く、圃場が湿潤状態となり生育不良となった。

　 　 　　暖冬の影響により茎数が過剰となり、出穂期の葉色が淡く収量が低下した。

　 　 　　中山間地の一部の圃場でシカによる食害を受けた。
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（支　　払）

円

第１

第３

項目

支払月日 実支払共済金

令和 年 月 日

計 92,551,617

麦　　災害収入 R6.10.28 92,509,683

麦　　　半相殺 R6.10. 3 41,934

保険区分


